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復讐が逆の効果を生む可能性がある。その可能性は邪悪とされていたロ
ジャー・チリングワース（Roger Chillingworth）の行為を意味のあるものにし
た。
この観点での分析がナサニエル・ホーソーン（Nathaniel Hawthorne, 1804-
1864） の代表作『緋文字』（The Scarlet Letter, 1850）1 に新しい光を当てると思
う。
人間の心を覗き込むという行為をホーソーンはひどく嫌った。罪深いこと
だとも思っていた。しかしそう思いながらも、作家として小説を書くために
人間の心を観察するという行為をしていた。その行為に興味さえ持っていた。
物語におけるチリングワースはホーソーンがしたよりもさらに許し難いこ
とをした。その行為に悪意があったのだ。邪悪な目的で行う心の観察をホー
ソーンは最も悪いものだと考えていた 2。
しかし人間が人間の心を探ろうとする行為は自然に起こりえる。チリング
ワースのような状況に置かれればなおさらだ。妻の姦通の相手を探す過程に
おいて、憎しみと悪意は自然に他人の心を探らせる。そしてその憎き相手を
見つければ、それで終わりというわけにはいかない。その男がどんな人間か
さらに考えたくなる。いったい何を考えて他人の妻と関係をもったのか。こ
のような罪を犯していながら、今どういう気持ちで生きているのかなど。次
から次へと多くのことを考えてしまうのではないだろうか。考えることがさ
らなる苦しみとなることがわかっていながらも考えてしまうのだ。
しかしチリングワースは冷静であった。すぐれた洞察力もあった。だから
初めから何かを悟っている。普通の人間のように今述べたような段階を踏む
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ことはない。感情的になって無駄なことに時間を浪費しない。
相手の心の中にある真実を一旦見抜いてしまうと、ただひたすら見抜いた
心を理論的に見つめる。相手の心にあるやましさを見つめることで苦悩を与
える。
もともとチリングワースは善良な人間であった。しかし心の観察が復讐と
いう邪悪な目的で行われたために、その行為は人間の心を汚した。チリング
ワースの表情にそれまで見られなかった邪悪なものが見られるようになった
のはそのためである 3。
ところが復讐の目的でしたことが、その意図に反して良い結果をもたらし
ている。それが物語におけるチリングワースの役割であると考えた。その役
割がどのように影響を与えていったのか分析していく。
1.????????
考えるための時間は必要であった。チリングワースが妻の姦通の相手に与
えてしまったのが、まさにその時間であった。
チリングワースの妻であるヘスタ（Hester Prynne）と姦通の罪を犯したの
は、牧師のアーサー・ディムズデイル（Arthur Dimmesdale）であった。人々か
ら尊敬を集めているこの牧師の苦悩は、いつわりの姿を装っていることで
あった。罪を抱えているのに、神聖な人間のように思われていることに苦し
んだ。
チリングワースはそのすぐれた洞察力により、人間の心理を的確に見抜く
ことができた。その力は、妻の姦通の相手をまだ知らないうちから発揮され
た。どこの誰ともわからないその憎き男が、何に苦悩を感じているのか感づ
いていたのだ。牢獄でヘスタと対面した時のチリングワースの言葉はそれを
示している。
“Neither do thou imagine that I shall contrive aught against his life; no, 
nor against his fame; if, as I judge, he be a man of fair repute. Let him live! 
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Let him hide himself in outward honor, if he may! Not the less he shall be 
mine!”（I, 75-76）
感づいたからこそチリングワースは、妻の姦通の相手をピューリタン社会
の法に委ねるつもりはなかった。名声の影で罪を抱えているという苦しみの
中に置く方が効果的だと知っていた。いつわりの姿をさらすことに苦しむ牧
師の心を、時間をかけて正確に観察し、苦悩を与える復讐を考えた。
いつわりの姿でなく本当の姿をさらしたいという欲求はホーソーンの他の
作品にもたびたび見られる。二つ例を挙げてみる。
「ロジャ ・ーマルヴィンの埋葬」（“Roger Malvin’s Burial”, 1832）におけるルー
ベン・ボーン（Reuben Bourne）は心に真実を隠していることに苦悩した。
ルーベンはロジャー・マルヴィンと共に出征していた。戦場でロジャーは
重傷を負った。ルーベンはロジャーを支えながら森の中を彷徨う。ロジャー
はこのままだと二人とも共倒れだと感じた。一人で歩く体力の残っている
ルーベンを巻き添えにしてはいけないと考えた。それで自分をこの森に置い
て行くように言う。悩みながらもルーベンはロジャーを森の中に残し、あて
もなく歩き続ける。そして、力尽き、倒れているところを発見され、村に帰
ることができる。まだ生きているロジャーを森に残してきたということを誰
にも話すことはできなかった。ロジャーの娘はルーベンがロジャーを見捨て
ることなく、亡くなるまでずっとそばにいてあげたと思い感謝する。そのこ
とを聞いた村の人々もルーベンのことを称賛する。
やがてルーベンはロジャーの娘と結婚する。しかし真実をさらけ出せない
ことに苦しみ続ける。その苦悩が精神を苛む。生活は荒み、あまり働かなく
なる。短気な性格になり、町の人たちとたびたびトラブルを起こすようにな
る。その結果、多くの訴訟となる。こういったさまざまな悪い要因によって
財産もなくしていく。ルーベンは家族と町を出る。そして森の中で誤って最
愛の息子を射殺してしまう。その場所は義父のロジャーを残していった場所
だった。息子を殺してしまったことによって心の中をさらけ出すことができ
る。その時に心は解放される。
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「フェザートップ」（“Feathertop”, 1852）では、いつわりの姿を放棄するこ
とが描かれている。
かかしは、たばこのパイプを魔女に言われるがままに吸う。このたばこの
パイプを吸うことで不思議な力が働き、立派な紳士の姿になる。そして意気
揚々と町に出るが、そこで鏡に映った自分の本当の姿を見る。そこには紳士
ではなく、がらくたで作られた、ただのかかしが映っていた。ひとたび本当
の自分を発見してしまうと、もはやいつわりの姿をさらすことに耐えられな
い。かかしは、たばこのパイプを投げ捨て、いつわりの姿で生きることをや
める。
それはそうとチリングワースは、ヘスタの姦通の相手がディムズデイルで
あることに気づく前から、医者として病弱な若い牧師の健康管理にあたって
いた。そのうちに、ディムズデイルとチリングワースは同じ家で生活をする
ようになる。これは、チリングワースの示唆を受けたディムズデイルの友人
たちが取り計らって実現した。これでディムズデイルの健康は、医者によっ
て守られることになり、町の人々は喜んだ。
やがてチリングワースは、ディムズデイルがヘスタの姦通の相手であるこ
とに気づく。しかし医術の限りを尽くした健康管理はやめなかった。復讐を
するためには、より長く生きさせる必要があったからだ。少しでも長く生き
させて、じわじわと心の観察をしなければならなかった。
チリングワースの健康管理は効果をあらわした。結果的にディムズデイル
は 7 年間も長く生きる。それがなければ病弱であったディムズデイルは、罪
の苦しみも重なってもっと早くに死んでいたであろう。そうなったら罪の告
白はできず、心の安らぎも得られなかった。
ディムズデイルは 7 年間、チリングワースの素性を知らなかった。心を観
察されていることも知らなかった。知らなくても罪を抱えている心を見られ
ていることに変わりはなかった。見られている以上、チリングワースの視線
は激しい苦痛と恐怖を与えた。視線を向けられる度に、罪の存在を意識させ
られた。それは精神的な拷問となった。それによって否が応でも罪について
考えさせられた。
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しかし強制的に考えさせられたことによって、自分の罪についてよく考え
ることができた。それによって罪の本質を理解することができた。理解した
ことで、罪を受け入れることの必要性に気づいた。罪の受け入れは、心から
納得し、自らの意志によるものでないと意味がない。
そこまで行き着くまでには、ゆっくりと時間をかけて考えなければならな
かった。すぐになど結論は出せない。考えをまとめて罪を受け入れられるよ
うになるまで、悩み苦しまねばならなかった。心の弱い人間にとっては覚悟
を決めるまでに時間がかかる。この 7年間はそのための時間として役立った。
ホーソーンは罪をさらけ出し、罪を受け入れることの必要性を描いた。自
分の心を見つめ、心に隠しているやましいものを世間に示すことが心の平安
へとつながる。
しかしホーソーンの作品の中には、解決できずに暗闇に沈んでいく登場人
物も出てくる。その一例が『大理石の牧神』（The Marble Faun, 1860）のミリ
アム（Miriam）である。もちろん安易にディムズデイルとミリアムを比較する
ことはできない。二人の間には多くの違いがある。しかし一つだけ言えるこ
とがある。ミリアムはディムズデイルのように自分の心に抱えているものを
友人や世間にさらけ出せなかった。もしさらけ出せていたら、カプチン僧を
恐れる必要はなかった。心の中をすべて世間に示してしまえば、カプチン僧
もミリアムの弱みを握ることはできず、支配的な力を持つこともなかった。
ミリアムが心に抱えていることを世間に示せなかったことは、純朴な若者
であるドナテロ（Donatello）にまで悪い影響を与える。この若者はミリアムの
ことをとても愛していた。苦しんでいるミリアムを見て、カプチン僧への憎
悪を募らせていく。その怒りはやがて頂点に達し、カプチン僧に飛びかかり、
その身体を持ち上げ、崖から投げ落とそうとする。その瞬間、ドナテロはミ
リアムの目を見た。殺すかどうかの最終的な判断をミリアムに任せたのだ。
ミリアムはカプチン僧の迫害に精神的にひどく追い詰められていた。そのた
め本人でさえも気づかないほど無意識的に殺人に同意する視線をドナテロに
送ってしまう。カプチン僧は崖から投げ落とされて殺害される。ミリアムは
カプチン僧の束縛から解放されながらも、以前よりももっとひどい苦悩と罪
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の意識に苛まれる。
だから仮にディムズデイルが自分の心の中をさらけ出せず、苦悩のあまり
チリングワースを殺しても何も解決しない。むしろ罪の苦しみはもっとひど
くなったであろう。
チリングワースの洞察力は、ディムズデイルの苦悩を探り当て、大いに苦
しめた。確かに復讐はその目的を果たしていた。しかし考える時間という極
めて重要なものを与えてしまった。ディムズデイルはその時間を使って、心
の平安へとたどり着く。
2.??????????????????????
苦しみの中でディムズデイルはさらし台に立った。それができたのは、誰
にも見られる心配のない夜中だったからだ。偶然にもヘスタとパール （Pearl） 
がさらし台の近くを通った。パールは、ヘスタとディムズデイルの罪の結果
生まれた子供である。ディムズデイルは二人を呼び寄せた。罪の絆で結ばれ
た三人はさらし台に立った。
しばらくするとディムズデイルにとって恐ろしいことが起こる。チリング
ワースが少し離れた暗闇の中にいたのだ。いつからいたのかは定かではない。
しかしチリングワースは、ディムズデイルをしっかりと見ていた。ディムズ
デイルは恐怖を感じた。そしてヘスタに訴えるようにその気持ちを伝えた。
ヘスタは愛する人の苦悩がいかに深刻かを知った。
7 年前、ヘスタは牢獄でチリングワースと対面した。その時、チリングワー
スの素性を姦通の相手に話せば、その男の地位や命は保証できないと言われ
た。しかし、この夜のことがあって約束を破る決意をする。チリングワース
の素性を隠しておくことが良くないことだと思ったからだ。
ヘスタはディムズデイルと二人だけで会える機会を探していた。やがてそ
の機会は訪れる。ある日、ディムズデイルが用事で森を通るという情報を得
る。ヘスタは森で待ち、二人は会う。そこでヘスタはチリングワースの素性
を話す。
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ディムズデイルがチリングワースの素性を知ったのが、７年前ではなく、
７年後であって幸いであった。７年前に知ってしまったら何も解決はしな
かった。知ってしまえばチリングワースの治療を受けなかったであろう。そ
うなれば罪について考える時間もなかった。当然、罪を見つめる覚悟まで行
き着くこともできなかった。ディムズデイルは罪を受け入れることはできず、
心の平安も得られなかった。
それはともかくとしても森でヘスタは、ディムズデイルにニューイングラ
ンドから逃げることを薦める。ディムズデイルをチリングワースの魔の手か
ら逃れさせなくてはいけないと考えていたのだ。それが自分の責任であり、
義務であるとさえ考えていた。
ディムズデイルは、心のどこかでニューイングランドから逃げても何も解
決しないことを知っていた。そのことに漠然と気づいてはいたが、精神的に
も肉体的にも追い詰められていた。罪を隠し持っているという苦しみに加
え、心の中を観察され続けているという苦しみに耐えきれないほどになって
いた。それでついヘスタの提案を受け入れてしまう。二人はニューイングラ
ンドから逃げるための具体的な計画を立てる。
ところがそれで良かったのだ。ディムズデイルは罪を告白する気持ちにな
る前に、一度は罪から逃げようという考えを持つ必要があった。こういった
考えを持つことによって、ニューイングランドから逃げることが、どういう
結果を招くのかということを深く考えたからだ。この計画を実行することが、
自分自身の心の中で意味のないことであると理解するまで考えなくてはなら
なかった。心の平安を得るための方法は一つしかない。それ以外の道は完全
に閉ざされている。
そこまで深く考え抜いた上で結論を出さなければならなかった。そうでな
いと、罪から逃げようと思えば逃げれられるかもしれないという甘い考えが、
ほんの少しだけ心をよぎるかもしれない。罪を告白しようと覚悟した時に、
わずかでもそういう考えが浮かべば、もう罪の告白はできなくなってしまう。
罪を告白することは、それだけ苦しいことなのだ。
この森での計画がもたらしたものは他にもあった。
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ニューイングランドから逃げれば、罪を告白する機会は完全に失われる。
罪の告白はヨーロッパでしても意味がない。罪を犯した土地で、その土地に
住んでいる人たちの前で心の中をさらけ出さなくては心の平安は得られな
い。だからニューイングランドから逃げれば、これまでの耐え難いほどの苦
しみをこれからもずっと背負うことになる。あの計画はディムズデイルに
とって罪を告白するのか、それとも罪を捨てるのか、どちらを選ぶのかを迫
るものになった。
この苦しみは７年間経験してきた苦悩の上に積み重なり、ついに耐えきれ
る苦悩の限界を越えた。だからヘスタと別れた後、精神的に混乱した。ヘス
タの発する自由を求める強い影響力から外に出ると、あの計画がやましいも
のに思えてきた。罪を心に隠し持ったままの生き方をこれからも継続させる
道を選ぼうとしている自分が忌まわしく思えた。その気持ちは、家に帰る道
で出会う人たちに不敬なことを言いたいという衝動となる。
しかし自分の書斎に戻ると、落ち着いた気持ちを取り戻す。そしてディム
ズデイルは不思議な力を得る。苦しみの感情が限界を超え、それを乗り越え
たことによって、その力は生まれたのではないだろうか。これ以上苦しめな
いほど苦しんだため、逆に自分の心を一旦リセットすることができたのだ。
それによってようやく自分の気持ちを純粋に一から考え始めたのではないだ
ろうか。罪からは逃げてはいけないという意志がはっきりしてきたことに
よって、心をさらけ出す覚悟が出来始めたのだ。
書斎でディムズデイルは書きかけの説教の原稿を火にくべる。心に湧いて
きたすぐれた英知に満ちあふれた感性で新たに原稿を書き直す 。この原稿
は新総督就任の式典で説教をするための原稿であった。それは今までにない
ほどのすばらしい原稿となった。この原稿を使ってディムズデイルは式典で
説教をした。それは人々をとても感動させた。自分の罪から目を背けない覚
悟が人々を感動させる文章になったように思えるのだ。
ディムズデイルの説教を聞いた多くの人々もまた自分の心にあるやましさ
を見つめる勇気がなかった。だからこそその勇気を持ったディムズデイルの
演説は、いつわりの神聖さではなく本物の神聖さを帯びた。
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しかしこの前兆はディムズデイルが演説をする前に、行列の中を歩いてい
る時から表れていた。精神的に活力があり、力強く見えたのだ。そのことに
ヘスタもパールも気づいている。
語り手は、ディムズデイルの様子を見たヘスタの気持ちを次のように述べ
る。
Hester Prynne, gazing steadfastly at the clergyman, felt a dreary influence 
come over her, but wherefore or whence she knew not; unless that he 
seemed so remote from her own sphere, and utterly beyond her reach. （I, 
239）
ヘスタはディムズデイルが自分の手の届かないところに行ってしまったよ
うな気がした。これはディムズデイルの精神的な変化のためであろう。罪を
捨てようと考えているヘスタに比べて、ディムズデイルは罪を受け入れる覚
悟ができている。ディムズデイルの精神的な変化に、ヘスタはまだ追いつい
てはいなかった。罪を受け入れようとしている者と、罪を捨てようと無駄な
努力をしている者とは精神的にあまりにもかけ離れている。
ニューイングランドから逃げる計画は、最終的な判断をディムズデイルに
迫った。それによって曖昧だった気持ちが明確になった。
物語のクライマックスで、ディムズデイルが公衆の面前で罪を告白しよう
として、ヘスタとパールをそばに引き寄せた時、その表情には苦悩の色があっ
た。覚悟が決まっていたとはいえ、心をさらけ出すことは恐ろしいことで
あった。心をさらけ出す時の苦しみや恐ろしさと全力で立ち向かわねばなら
なかった。ミリアムはそれに立ち向かえなかった。だからカプチン僧の死が
もたらしたさらなる苦悩に苦しめられるまで心をさらけ出せなかった。ルー
ベンは息子を誤って殺してしまうまで心をさらけ出せなかった。
いよいよ心をさらけ出すという時に、ディムズデイルはヘスタに“Is not 
this better,... than what we dreamed of in the forest?”（I, 254）と聞く。しかし聞く
までもなかった。すでに森で夢見た計画は何の解決にもならないことを知っ
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ていた。罪を犯した現実から逃げれば不自然なことになる。森で立てた計画
を実行することは不自然なことであり、罪の告白をする勇気を持つことが自
然なことであるとわかったのだ。
森でうまくはいかない計画を立て、その計画を実行することが本当に正し
いことなのかどうかを悩み考えることにより、本当の解決の道を見つけた。
解決に結びつくために悩み考えなくてはいけない計画は、ヘスタによっても
たらされた。しかしそのヘスタに計画を立てさせる動機を与えたのは、ディ
ムズデイルを苦しめるチリングワースであった。
3. ????????????
ホーソーンが、ヘスタとディムズデイルの性行為がもたらした結果を罪だ
としたのは、その行為が社会の規則や宗教からの違反であったからではない。
それだけならホーソーンは彼らの行為を人間的な罪だとは考えなかったであ
ろうし、ヘスタも全く罪の意識は持たなかったであろう。
ヘスタが心のどこかで罪の意識を持ち、ホーソーンが彼らの行為を罪だと
考えた理由は他にあった。それはヘスタとディムズデイルの不義な関係がチ
リングワースという人間そのものの心を傷つけたからである。人間が作った
人工的な概念に反したための罪ではなく、人間そのものへの罪だったからだ。
ヘスタとディムズデイルの過ちは、チリングワースを苦しめた。苦しめて
邪悪な人物に変えた。人間の心を観察するという行為をさせ、大きく生き方
を変えさせてしまった。チリングワースは、ヘスタとディムズデイルの性行
為の犠牲者であった。
しかもそれはチリングワースだけではない。パールもまた犠牲者であった。
パールは生まれながらにして、罪の結果生まれた子供という烙印を押された。
社会からも阻害される運命を背負っていた。パールは子供ながらに世間の敵
意と戦わなければならなかった。社会において人間同士とのつながりは常に
絶たれていた。
パールは子供から大人になる過程で、人間との間に持つべき愛情や共感を
−71−
学ぶ精神状態にはなかった。これは何も宗教を基本とした社会や、その規則
に順応することが必要であると言っているのではない。そうではなく、ニュー
イングランドであろうが、ヨーロッパであろうが、どのような社会であろう
とも、人間は人間たちの中で生きなければならない。人間と交わらず一人だ
けで生きていくことはできない。人間同士の関係を無視しては生きられない
のだ。その関係を作るための人間的な心がなければならなかった。しかしパー
ルは、その人間的な心が芽生える状態には置かれてはいなかった。
それはヘスタとディムズデイルが罪を受け入れることができないことが原
因であった。パールはヘスタとディムズデイルに罪の存在を示す役目を負い
続けなければならなかった。その役目がある限り、その役目にすべてのエネ
ルギーを使わなくてはならなかった。
パールが、ヘスタとディムズデイルに罪を意識させる役目を負っていたの
は、単純で明確な理由からであった。ヘスタとディムズデイルの性行為が純
粋に人間への罪であったために、罪ではないとする姿勢をパールは許さな
かったのだ。人間の作った決まりに反したというだけなら、こんな役目を負
うことはなかった。なぜなら世の中の決まりや権威を認めないパールは、善
悪の判断を社会には求めないからだ。
ヘスタは、チリングワースを邪悪にしたのは誰の責任か知っていた。ヘス
タとディムズデイルの責任であることを知っていた。しかしそれでもチリン
グワースを悪者にする気持ちの方がはるかに強かった。
ディムズデイルに至っては完全にチリングワースを悪者に思っている。一
番初めに罪を犯したのは誰なのかということを完全に棚に上げている。
他人ばかりを悪者にし、非難しているのでは、自分の心の中が見えなくな
る。それでは問題解決からは遠くなる。世間や他人という外だけに問題を見
つけようとするのではなく、自分の内に問題を見つけることをホーソーンは
重要視していた。自分の心を見つめ、罪を受け入れる覚悟ができた時、ディ
ムズデイルは心の平安を得る。
ヤング・グットマン・ブラウン（Young Goodman Brown）は他人や世間ばか
りを非難した。自分の行いは少しも省みなかった。悪魔の責任にしたり、町
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の人たちを非難したりした。ついには妻のことまでも疑うようになる。
「鉄石の男」（“The Man of Adamant”, 1837）のリチャード・ディグビー 
（Richard Digby）は言うまでもない。自分の偏狭さには気づかず、他人や世間、
果ては世界を堕落したものと決めつけている。そして最後は石になってしま
う。
イーサン・ブランド（Ethan Brand）は、むろん自分の心を省みなかった。そ
して他人の心を詮索した。そんなことをするべきではなかった。他人のこと
をとやかく考える前に自分自身のことを知るべきだった。他人の心にやまし
いものを求めた結果、その行為により蓄積されたものを自分自身の心に発見
する 。それは紛れもなく今まで他人の心から発見しようとしていたもので
あった。そして破滅する。
いずれも外ばかりを見ている。自分自身の心を見つめていない。自分の心
を知らず、自分の非を考えないため、他人ばかりが気になり非難する。
ディムズデイルはチリングワースの観察に怯えた。その観察を邪悪である
と非難した。しかしその観察を恐れなくてはいけない原因を作ったのはディ
ムズデイルである。だからディムズデイルが罪を告白し、責任を取らなけれ
ば、いくら観察を恐れ逃げようとどんなにあがいても、苦悩はどこまでも追っ
てくる。自分の心の中に問題があるため、自分の身体が動けばそれに合わせ
て一緒についてくる。ニューイングランドから逃げてもそれはついてくるだ
ろうし、チリングワースから逃げてもついてくるだろう。
自分でさえ目を背けている罪を他人に覗かれれば苦しいに決まっている。
自分が犯した自分の責任である罪を、自分が受け入れないでいったい誰が受
け入れるというのであろうか。
ディムズデイルはそれを悟り、罪の告白をする。ディムズデイルのそうい
う姿を見て、ヘスタもまたすべての責任は自分自身にあることを認めた。
ヘスタはディムズデイルの死後、パールを連れてヨーロッパへ行く。何年
か後に、パールをヨーロッパの貴族のもとに嫁がせる。
しかしパールが貴族と結婚できたのは、チリングワースのおかげなのだ。
チリングワースが自分の死後、莫大な遺産をパールに残したからこそ、それ
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は可能になった。
チリングワースは少しもパールのことを嫌ってはいなかった。それは自分
と同じで、パールもヘスタとディムズデイルの罪の犠牲者であったからでは
ないだろうか。パールが罪の子供という烙印を逃れ、幸せな結婚をするには、
大金持ちになるしかなかった。それを考え、チリングワースは最後に思いや
りを示したのだ。
チリングワースのおかげもあって、ヘスタは我が子の幸せを見届けるとい
う責任を果たすことができる。その後、ヘスタは一人でニューイングランド
に戻ってくる。そこで緋文字を胸に着け、今度は自分の行った罪の責任を負
う。
ディムズデイルもヘスタも最後は罪を犯した土地で責任を果たした。
4. ????????????
原因は自分自身の心に潜んでいる。その原因が他人を悪魔のようにさせる。
チリングワースはもともと邪悪な悪魔のような存在ではない。邪悪な悪魔の
ように創り上げたのは、ヘスタとディムズデイルの罪なのだ。
ヘスタは森でディムズデイルに会う前にチリングワースに会った。ヘスタ
はチリングワースの素性をディムズデイルに打ち明けると告げた。しかしそ
れを聞いてもチリングワースは動揺しない。７年前のような姦通の相手を探
さなくてはいけない状況とは違う。あの時は自分の素性を姦通の相手に知ら
れてはならなかった。知られれば警戒され、その男を見つけられなくなるか
もしれない。見つけて近づくことができなければ心の観察はできない。
素性を隠したチリングワースは７年間もディムズデイルの心を観察した。
それによって、ディムズデイルの心を知り尽くすことができた。邪悪な根を
すっかり張り巡らせていた。だからほんの一瞬の眼差しで相手に苦痛を与え
られるようになった。
こうなってしまうと仮にディムズデイルが森でヘスタに言われたように、
チリングワースと同じ家で一緒に生活をすることをやめたとしても、それは
−74−
何の意味もない。罪を受け入れ、罪の告白をしなければ、チリングワースに
道で出会っただけで激しい苦痛を感じるであろう。あるいは会わなくても、
すでに罪を見抜かれている事実は消えない。それが大きな苦しみとなるであ
ろう。
ニューイングランドから逃げるというヘスタとディムズデイルの計画に感
づいた時も、チリングワースは別に何も困らなかった。むしろ自分もついて
行こうとした。ディムズデイルが罪を犯した場所から逃げれば、罪から逃げ
たということで今までよりもさらなる罪の苦しみに直面する。その心を覗き
込めば、もっと強力な苦痛を与えることができる。チリングワースの眼差し
が罪の存在を意識させるように、ニューイングランドという罪を犯した土地
はいつも罪のことを思い出させた。だからこそニューイングランドから逃げ
ることは、チリングワースから逃げることと何ら変わらない。
ただチリングワースは自分もついて行くことをヘスタにわかるようにし
た。結局のところ、罪を受け入れ、罪の告白をしなければ、逃げようが留ま
ろうが、何をしようとも何も変えることはできないことを知っていたのだ。
チリングワースがディムズデイルの心を支配することができたのも、ディ
ムズデイルが罪を隠していたからである。他人の心を支配し続けることで、
チリングワースは悪魔のようになったが、それも結局はディムズデイルが罪
を隠し続けていたからなのである。
チリングワースは全人類にとっての悪魔ではない。ただ罪を抱えているヘ
スタやディムズデイルにとっての悪魔なのだ。『大理石の牧神』のカプチン
僧も、ミリアムにとっての悪魔なのである。他の人にとっての悪魔ではない。
心をさらけ出せないことがチリングワースやカプチン僧を悪魔のようにして
いるにすぎない。
5. ?????????????
森で罪から逃れられるという幻想を持ったヘスタとディムズデイルの考え
を妨げようとしたのはパールであった。しかしパールの影響力が罪を受け入
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れる気持ちにさせることはない。その一例があの森の場面にある。
ヘスタは森で胸に着けていた緋文字を取って投げ捨てた。パールは母親の
胸に緋文字がないのを見て癇癪を起こす。そしてヘスタが胸に再び緋文字を
着けるまで機嫌は直らない。この場面でヘスタはひどく動揺する。罪の重さ
を強く自覚する。ところがヘスタはパールの行動を正しいと認めながらも次
のように言っている。
“... I must bear its torture yet a little longer, ―only a few days longer,―
until we shall have left this region, and look back hither as to a land which 
we have dreamed of. The forest cannot hide it! The mid-ocean shall take it 
from my hand, and swallow it up for ever!” （I, 211）
パールの警告はヘスタに正しく伝わっていない。ヘスタは相変わらず罪を
捨てられると信じている。自分の罪が決して逃れられないものなのだとは考
えていない。
同様にこの時のパールのメッセージはディムズデイルを大いに動揺させた
が、動揺させただけで終わる。ヘスタとディムズデイルはパールの警告のす
ぐ後にもかかわらず罪を捨てるための計画を話し合っているのだ。
ディムズデイルに罪を見つめさせるには、邪悪なまでの悪魔的な力が必要
であった。パールの警告はディムズデイルを動揺させ不安にさせたが、自分
の心を見つめさせるまで追い詰めることはなかった。
確かに物語におけるパールの役割は重要だ。読者に強い印象も与える。パー
ルの言葉や行動だけでなく、その姿自体が、ヘスタやディムズデイルに罪
の存在を強く自覚させ苦しめる 6。だからアン・マリー・マクナマラ（Anne 
Marie McNamara）のように、ディムズデイルを罪の告白に導いたのはパール
であるという考えも否定はできない 7。
しかし邪悪な悪魔的な力によって責め苛まれ、自分の罪を見つめるより他
に逃げ道がない状態にまで追い込まれなければ、ディムズデイルは罪を受け
入れることはできなかったであろう。
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6. ?????????????
チリングワースの復讐はディムズデイルに自分の心の中にある罪を見つめ
させた。見つめて苦悩したことによって罪を受け入れ、告白する覚悟ができ
た。それによって今まで避けていたパールとも向き合えるようになった。パー
ルはいつもディムズデイルに罪の存在を意識させた。罪の結果生まれた子供
は、どこまでも追ってくる罪の存在を感じさせた。罪を受け入れることがで
きない頃は、パールと向き合うこともできなかった。すべての責任をヘスタ
に押しつけ、自分は責任さえ感じてはいなかった。人間として父親としてディ
ムズデイルは失格者であった 8。
しかし罪を告白する覚悟はパールとの親子関係を築かせた。罪の告白をし
た時、パールはディムズデイルを受け入れた。語り手は次のように述べる。
Pearl kissed his lips. A spell was broken. The great scene of grief, in which 
the wild infant bore a part, had developed all her sympathies; and as her 
tears fell upon her father’s cheek, they were the pledge that she would grow 
up amid human joy and sorrow, nor for ever do battle with the world, but 
be a woman in it. Towards her mother, too, Pearl’s errand as a messenger of 
anguish was all fulfilled. （I, 256）
罪の告白をし、父親としての愛情を示したディムズデイルは、パールから
の愛情も得ることができた。
それまでのディムズデイルに絶えず襲ってきた感情は、神や宗教の教えに
反することをしたという気持ちであった。牧師としてあるまじきことをして
おきながら、立派な人物のように振る舞っているというやましさから罪の告
白をしたいという願望を持っていた。夜中に懺悔のまねごとをしてさらし台
に立ったのも、すべて神や宗教に対する気持ちからであった。そこにはヘス
タやパールのことを思いやる気持ちはなかった。自分のことだけを考えてい
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た。
しかしディムズデイルが最後にした罪の告白は、それまで常に願望として
持ち続けていた罪の告白とは違っていた。神を恐れる気持ちからだけで罪の
告白をしたのではなかった。そこには我が子パールへの愛情や、ヘスタのこ
とを思いやる気持ちが入っていた。ヘスタとパールに心の平安が訪れること
を願う気持ちがあった。ディムズデイルは家族の絆を認識し、その絆を示し
たのだ。だからヘスタやパールの心は動いた。
ディムズデイルが決然と罪を受け入れ、安らかに死んでいったのを見て、
ヘスタも罪を受け入れなければいけないと悟る。それを悟らなければ、罪に
抗う気持ちを心のどこかに持ち続け、心の平安を得ることはできなかったで
あろう。
パールは世の中の権威も宗教も一切認めない。ヘスタにもそういう要素は
見られるが、パールの方がその特質ははるかに強い。パールはただずっと世
間や宗教とは関係なく人間の本質だけを見ようとした。だからもしディムズ
デイルが神への恐れのみから罪を告白したのなら、パールは少しもディムズ
デイルを受け入れなかったであろう。
パールがディムズデイルを受け入れる時と、受け入れない時の違いは以前
にもはっきりとしていた。
パールが 3 歳の頃、ヘスタの手からパールを引き離そうという動きが世間
の一部で起こった。罪を犯したヘスタでは、パールをキリスト教徒にするた
めの教育はできないのではないかと考える人たちがいたのだ。しかしその動
きをディムズデイルの熱弁が阻止した。パールはディムズデイルのその姿を
見ていた。他人に愛情を示さないパールがやさしいほほえみを浮かべて、ディ
ムズデイルのそばに寄って行った。そしてディムズデイルからの接吻を素直
に受けた。ヘスタはそれに驚ろかされた。ディムズデイルの行動にはほんの
一時ではあったにせよ、ヘスタやパールのことを思いやる気持ちがあった。
その一方でディムズデイルを拒絶するパールの行動もはっきりしている。
あの森の場面でディムズデイルは、ニューイングランドから逃げる気持ちを
持った。あの時、ディムズデイルは罪の苦しみから解放されたいと自分のこ
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とだけを心配していた。そのような時に、ディムズデイルはパールの額に形
ばかりの祝福の接吻をした。パールは、すぐにその額を小川で洗い流した。
しかし最終的に父親と母親が自分の責任として自らの罪 9 を受け入れたこ
とにより、パールは罪の存在を示す役目から解放される。束縛となっていた
役目から解放され、ディムズデイルからの愛情を受けたことで、人間らしい
愛情を心に持つことができるようになる。ようやく人間社会の中で生きてい
く術を学ぶことができるようになったのだ。
このようにチリングワースの行為は、ディムズデイルが心の平安を得るた
めに必要なものを与えた。ディムズデイルの変化を見たヘスタは、罪を受け
入れられるようになり、心の平安を得る。そしてパールは幸せな道を歩んで
いくことができるようになる。
やはりチリングワースは役割を担っていた。
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ている。VIII, 251
6　Richard Harter Fogle は次のように指摘する。
Pearl’s childish questions are fiendishly apt; in speech and in action she 
never strays from the control of her symbolic function; her dress and her 
looks are related to the letter. 
Richard Harter Fogle, Hawthorne’s Fiction: The Light &The Dark, Norman: 
University of Oklahoma Press, 1952. 114
7　Anne Marie McNamara. 参照
8　丹羽隆昭は、「ディムズデイルは、... 大きな内的葛藤を見せるが、心の振
幅が戯画的なまでに激しい。彼の葛藤は専ら自分と神との二者関係の中
で生じており、大きな罪意識の割には、身勝手で子供っぽく、人の親と
しての人間味、人間臭さに欠け、... 現実味は希薄である」と指摘する。  
丹羽隆昭『恐怖の自画像：ホーソーンと「許されざる罪」』東京：英宝社、
2000 年。120-121
9　D.H. Lawrence （1885-1930）は、ヘスタとディムズデイルの罪について 
“... the sin in Hester and Arthur Dimmesdale’s case was a sin because they did 
what they thought it wrong to do.” と述べる。  
D.H. Lawrence, Studies in Classic American Literature ,  London : 
Heinemann,1964. 95  
　確かにそういう側面もあると思われる。しかしヘスタとディムズデイ
ルの心の内面は常に動いていて、罪の意識についての感覚も物語の最初
と最後では変化しているように見える。しかも二人の間では罪の概念は
違っている気がする。そのため今後の課題としてさらなる分析が必要で
ある。
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本稿は、平成 21 年 11 月 14 日、日本大学歯学部で開催された英米文化学
会第 130 回例会で口頭発表したものに加筆修正したものである。また、口頭
発表の際のタイトルは「『緋文字』におけるロジャー・チリングワースの役
割−復讐が生んだ逆効果から読み解く−」であったが、本論文では「チリン
グワースの役割−『緋文字』における良い結果をもたらした復讐−」に変更
した。

